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口
く

伝
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に云
い

わく、「大
だいがん
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とは、法
ほっ

華
け

弘
ぐ

通
つう

なり。「愍
みんしゅ

衆生
じょう

故
こ

」

とは、日
に

本
ほんこく

国の一
いっさいしゅ

切衆生
じょう

なり。

「生
しょう

於
お

悪
あく

世
せ

」の人
ひと

とは、日
にちれん

蓮等
ら

の類
たぐ

いなり。「広
こう

」とは、南
なんえん

閻

浮
ぶ

提
だい

なり。「此
し

経
きょう

」とは、題
だいもく

目

なり。今
いま

、日
にちれん

蓮等
ら

の類
たぐ

い、南無

妙法蓮華経と唱
とな

え奉
たてまつ

るなり。

　　（御書新版１０２７ページ・御書全集７３６ページ）

　御義口伝に仰
おお
せである。（「大願を成

じょう
就
じゅ
して」

の）「大願」とは、法華弘通のことである。「衆

生を愍
あわ
れむが故

ゆえ
に」の「衆生」とは、日本国

の一切衆生のことである。「悪世に生まれて」

くる人とは、日蓮とその弟子である。（「広く

この経を演
の
ぶ」の）「広く」とは南

なんえん
閻浮

ぶ
提
だい
、

すなわち全世界に広
こうせん
宣流

る ふ
布することである。

「この経」とは南無妙法蓮華経の題目のこと

である。今、日蓮とその弟子が、南無妙法蓮

華経と唱えることである。

自分にしかない使命の自覚を！

　みなさんこんにちは、サンです！　新学期も御
書を学びながら、元気にスタートしていこう！
　「御

おん
義
ぎ
口
く
伝
でん
」は、日蓮大聖人が身

み
延
のぶ
で法華経の

要
ようもん
文について講義された内容を、日

にっこう
興上

しょう
人
にん
が筆

ひつろく
録

し、大聖人の許可を得て完成したと伝えられてい
ます。日蓮仏法の奥

おう
義
ぎ
が示された重要な御書であ

るとともに、師匠と弟子が一体となってできた「師
弟不二」の御書でもあります。
　今回学ぶのは、法華経法

ほっ
師
し
品
ほん
第１０の「大

だいがん
願を

成
じょう
就
じゅ
して、衆

しゅ
生
じょう
を愍

あわ
れむが故

ゆえ
に、此

こ
の人間に生

しょう
ず」

（法華経３５６㌻）についての「御義口伝」です。
法師品では、福

ふくとく
徳を積んだ菩

ぼ
薩
さつ
が、本来なら恵

めぐ
ま

れた場所に生まれるはずが、苦しむ人々を救うた
め、願って混

こんめい
迷の時代に生まれると説かれていま

す。これを「願
がんけん
兼於

お
業
ごう
」の法

ほう
理
り
といいます。

　大聖人はこの「願い」について、全世界に広宣
流布する「大願」だと仰

おお
せです。どんな困

こんなん
難も乗

り越える力
ちから
を引き出す南無妙法蓮華経の題目を

人々に弘
ひろ
めていくことが、広

こうせん
宣流

る ふ
布です。

　世界に広宣流布していくことは、壮
そうだい
大なことの

ように思えるかもしれない。でも、その「大願」
は身近なところから始まるんだ。
　例えば、世界にたくさんの友人をつくるために
語学の勉強をする。目の前の友人が悩

なや
んでいたら、

声をかけて励ます。そうした小さな一歩を積み重
ねることで、自分の視野が広がり、周りの友人と
共に成長できる。それが広宣流布そのものなんだ。
自分だけでなく、人のために行動し、目の前のこ
とに挑戦していく原動力が、唱

しょう
題
だい
や学会活動だよ。

　池田先生は語っています。「世界のどこかに、君
にしかできない使命が、君の来る日を待っている。
指
ゆび
折
お
り数えて待っている。待たれている君は、あ

なたは生きなければ！　めぐりあう、その日のた
めに！」
　新学期から決意新たに題目に挑戦して、使命の
舞
ぶ
台
たい
へ羽ばたく自分を思い描

えが
きながら前進してい

こう☆


